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（１）活動のきっかけ
「苦しい⼼のうちを受け⽌められず、失望感を与えてしまった」

（２）仲間（他のいきいき⽀援センター）に聞いてみよう
認知症の取り組みに関するヒアリング

（３）やっぱり若年性認知症への⽀援（特に交流・参加の場）が必要なんだ
（４）市との相談・協議

「事業化するにも、まずはご本⼈やご家族の声を聴くための“場”が必要」
（５）でも、どんな交流・参加の場にしたらいいか…悩み考える

①他都市の実践から学ぶ
→６カ所聞き取り、そのうち、２か所を⾒学した。

②認知症の⼈と家族の会への相談
→その後も運営等の相談にのってもらい、運営協⼒してもらえることになった。

（６）職員だけでは難しい…仲間がほしい
①認知症対応型デイ等への若年性認知症者の受け⼊れに関する調査の実施
→受⼊れ状況や受け⼊れにあたっての⼯夫などを確認することができた。

②「交流会サポーター養成講座（全6回）」の開催
→市内の専⾨職に呼びかけ、14名の申し込みがあった。

「本⼈・家族交流会」⽴ち上げまでの経緯
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 本⼈、家族ともに診断後の居場所がなく、介護保険サービス等につながるまでの間に“空⽩の期間”が
できてしまう。

 その間に認知症が進⾏してしまい、さらにサービス利⽤等につながりにくくなる悪循環がある。
 家族も疲弊している場合が多く、在宅⽣活が継続できない場合がある。
 空⽩の期間を埋める場として交流会や認知症カフェなどの当事者同⼠が出会う場が必要。

25年度実績 26年度実績 27年度実績 28年度実績
（12⽉末まで）

開催回数 6回（※10⽉開設） 11回 11回 8回

延参加者数 143⼈（23.8⼈/回） 327⼈（29.7⼈/回） 368⼈（33.5⼈/回） 362⼈（45.2⼈/回）

（内訳） 本⼈ 29⼈（5.8⼈/回） 74⼈（6.7⼈/回） 132⼈（12⼈/回） 127⼈（15.9⼈/回）

家族 54⼈（9⼈/回） 130⼈（11.8⼈/回） 138⼈（12.5⼈/回） 125⼈（15.6⼈/回）

サポーター
パートナー 60⼈（10⼈/回） 123⼈（11.2⼈/回） 98⼈（8.9⼈/回） 110⼈（13.7⼈/回）

実参加者数 47⼈ 99⼈ 104⼈ 124⼈

（内訳） 本⼈ 10⼈ 14⼈ 25⼈ 32⼈

家族 23⼈ 42⼈ 39⼈ 38⼈

サポーター
パートナー 14⼈ 43⼈ 40⼈ 54⼈

あゆみの会の開催実績
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当事者同⼠の“出会い”がもたらした
活動の広がり

―若年性認知症本⼈・家族交流会「あゆみの会」の活動から―

29.2.22 第12回⼤府センター認知症フォーラム
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社会福祉法⼈ 名古屋市社会福祉協議会
名古屋市認知症相談⽀援センター
若年性認知症相談⽀援担当
⻤頭 史樹

• 平成25年10⽉に名古屋市若年性認知症相
談⽀援事業の⼀環として開始した本⼈・家族交
流会。

• 毎⽉第4⼟曜⽇に開催している定例会をはじ
め、認知症カフェやサークル活動など、さまざまな
活動を⾏っている。

• あゆみの会という名前は、「仲間とともに、いっぽ
いっぽ歩んでいく」という思いをこめて、参加者み
んなで決めた。

あゆみの会｜名古屋市若年性認知症本⼈・家族交流会

 仲間づくりの場、情報交換の場、社会とつながる場になっている。
 あゆみの会参加者の多くは、参加前には医療以外の社会資源につながっていなかった
が、参加後ほとんどの⼈が何らかの社会資源につながっている。
（※状況に応じて地域包括⽀援センターなどの関係機関と連携しながら個別⽀援を実施している）
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印象的なエピソード①印象的なエピソード①｜喫茶店のマスターＡさんの場合
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参加前の状況 • ⻑年夫婦で喫茶店を営んできたＡさん（60代男性）。
• 当時、Ａさんは店には⽴つものの、料理の仕⽅がわからず混乱。
• 妻にあたってしまい、妻もストレスからフラフラに。

あゆみの会への
参加

• 地域包括からの紹介を受けて、25年10⽉のあゆみの会開設当初から参加。
• あゆみの会で楽しみながらいっしょに活動するなかでＡさんとの信頼関係ができ、
Ａさんと思いを共有できるように（不安な気持ち・家族や仕事への思いなど）。

区切りをつける • 今後の店についての話し合いを⾏い、Ａさんが⾃ら閉店を決めた。
• あゆみの会でおつかれさま会を⾏い、仲間たちの前で店主として閉店のあいさつ
をして、区切りをつけた。

役割と居場所 • 閉店から数か⽉、以前に⽐べ少し元気のないＡさんをみて、あゆみの会の仲間から「カ
フェをやろう」という声があがった。

• 現在は、普段はデイサービスに通いながら、⽉に1回カフェといぷーどるでマスターと
してコーヒーを淹れている。

• 「といぷーどるの⽇は⾃宅に帰ってから、しゃっきりしているの︕」と奥さん。
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カフェといぷーどるについて

• 27年秋に、あゆみの会の有志メンバーが「当事者の活
躍の場がほしい」「ゆっくりと話がしたい」という思い
から⽴ち上げた認知症カフェ。

• 毎⽉第⼆⽊曜⽇13:00〜15:00にオープン。
• 誰でも参加ＯＫ（あゆみの会例会は申込が必要）
• マスター＆ママがコーヒーを淹れてくれ、みんなでおしゃべり
を楽しんでいる。

• 例会よりも「話がしやすい」「のんびり話せる」と好評。

カフェといぷーどるについて

 当事者（本⼈・家族）が相談し合う場（＝ピアサポートの場）になっている。
 “やりたいこと”を話し合ったり、企画や計画をする場になっている。
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テレビでも紹介されました

印象的なエピソード②印象的なエピソード②｜当事者同⼠の⽀えあい
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経緯 • 着⾐失⾏に悩んでいたＢさん（50代⼥性）。病院からの紹介であゆみの会開始当
初から参加していたが、参加率は低かった。

出会い・共感 • 27年度になってから年齢が近い⼥性当事者Ｃさん（50代⼥性）が加⼊。
• 着⾐失⾏について「わたしも︕」「こまるよね〜」と話が盛り上がり、意気投合。
お互いに会うのが楽しみになり、参加率も急上昇。

丹野智⽂さんとの
出会い

• そんな中、仙台市の当事者丹野智⽂さんの講演を聞きに⾏ったＢさん。とても感
銘を受け「わたしも何かできないかしら︖」と。

⽀えあい • しばらくしてＤさん（50代⼥性）があゆみの会に参加するように。ひとりでの外出には
不安があるが、娘さんも仕事があり毎回の付き添いは難しい。

• その話をカフェで聞いたＢさんは「わたしは電⾞に乗れるから、迎えに⾏ってあげ
るよ」とＤさんを誘ってくれた。

• 初めてふたりだけで参加したカフェ。Ｄさん「Ｂさんに介護されてるの（笑）」
Ｂさん「任せておいて︕でもそのかわり上着を着るの⼿伝ってね︕」

当事者主体の
アクション

つながりと共感の
広がり／⽬標の

共有

⾃主的な活動の
広がり

安⼼できる場／
楽しめる場／共
感できる場

あゆみの会例会

ボランティア活動 他地域の当事者
との出会い

宇治市当事者
チームとの交流会

専⾨職向け研修／
市⺠向け講演会等

での登壇

⼤学⽣とのコラボ

歩こうかい︕

認知症カフェ
といぷーどる

当事者同⼠の
相談・⽀え合い、
活躍の場づくり

テレビや新聞など
メディアでの発信

RUN伴出場 Dシリーズ出場、
ソフトボール部創設

オリジナルソング
づくり

【あゆみの会の活動の広がり】

若者向け啓発
冊⼦の作成

マラソン⼤会の
給⽔ボラ など

講演会や意⾒交換
会などを通じて

23

公園を散歩する
⾃主サークル

⼤学⽣デュオとの
コラボ

社会的アクション

カフェといぷーどるの開催実績（28年度）
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⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 合計（9回）
平均参加者数

参加者数 18 20 16 26 21 21 20 21 24 187⼈
20.8⼈/回

本⼈ 9 11 9 12 10 11 12 12 11 97⼈
10.8⼈/回

家族 8 8 6 11 9 9 7 7 11 76⼈
8.4⼈/回

パートナー 1 1 1 3 2 1 1 2 2 14⼈
1.6⼈/回

（内訳）

当事者が⽴ち上げて、運営している、全国でもめずらしい認知症カフェ。
→当事者がとても来やすい雰囲気になっている。
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仙台の丹野智⽂さんと

全国の当事者との交流

当事者同⼠のネットワークの広がり
• 意⾒交換会や講演会などの機会を通じて、全国の当事者とのつながりづくりを
コーディネートしている。

• 27年11⽉には宇治市にて、宇治×名古屋の当事者交流会を開催。
（参加者は総勢40名以上）

• 全国の仲間の影響で、前向きな気持ちになったり、「認知症になっても暮らしやす
い地域の実現」という⽬標を共有できたりしている。

• ネットワークの広がりが、市⺠向け啓発講演会や専⾨職向けの研修会などで、当
事者⾃⾝が体験や思いを発信していくアクションにつながっている。

宇治市平等院鳳凰堂にて 宇治市当事者チームのみなさんと

• 同じ病気を持っている仲間の話を聞くことができ
て、勇気づけられた。

• 思いをわかってくれる⼈と出会えた。
• やめてしまった趣味をまたやってみようと思った。
• がんばっている仲間を⾒て、⾃分もがんばりた
いと思った。発信していきたいと思った。

“仲間”と出会った当事者の声

印象的なエピソード②あゆみの会オリジナルソング

24

• Dシリーズ（全⽇本認知症ソフトボール⼤会）に参加した際に、他地域のグループがオリジナル
ソングを歌っていた。それを聴いて「⾃分たちもオリジナルソングがほしい︕」と。

• あゆみの会に学⽣パートナーとして参加した⼤学⽣にポップデュオ「たんポップぱぷりか」として活動
している学⽣がおり、「いっしょにつくってほしい」と依頼。

• カフェといぷーどるや定例会で「伝えたい⾔葉」「⼤切にしたい⾔葉」を出し合った。
• たんポップぱぷりかのふたりが、その⾔葉をつなげて歌詞にして、曲をつけた。
• 完成後は定例会や講演会で合唱している。

※使用した写真は、ご本人の了解を得ています

※使用した写真は、ご本人の了解を得ています※使用した写真は、ご本人の了解を得ています

※使用した写真は、ご本人の了解を得ています
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いつも元気だねって よく⾔われるけど
そんなことないよ がんばってきたんだ

涙をふいて さあ 顔をあげよう

君もいる 僕もいる みんないる
ひとりじゃないよ
輪になって ⼿をつなごう
ともに あゆみ続けよう

明るい明⽇に なるように
楽しい⾃分で あるために

今をこの瞬間（とき）を ⼤切にしよう

君もいる 僕もいる みんないる
ひとりじゃないよ
輪になって ⼿をつなごう
ともに あゆみ続けよう

あゆみ続けよう

AYUMI―いつもいっしょだよ―
たんポップぱぷりかwithあゆみの会

25

印象的なエピソード①「安⼼できる場」「活動が広がる場」のコーディネート
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ヒントになったこと
• ⾒当識障害は、時間⇒場所⇒⼈物の順で出現する（⼈物の失⾒当は重度になってから）。
• 記憶は薄れても、強い感情は残る。

逆に⾔えば・・・
 時間や場所があやふやでも、“知っている⼈”がいれば安⼼できる。
 「こいつのことは知っている」「こいつといると楽しい」が安⼼につながる︕

• 認知症の⼈にとっては「⼈的環境」こそが最⼤の環境因⼦
• 強烈な感情が起動するかかわり
⇒爆笑、共感（仲間）、やりたいことの実現、役割

• 交流会での当事者同⼠の“出会い”は、当事者が仲間とともに認知症に向き合い、エンパワメントし合う
効果を持つ。

• 活動の幅が広がり、さらに多くの当事者同⼠が出会う中で、そのパワーは増幅し、ネットワークが⽣まれ、
地域や社会に向けてのアクションにつながっていく。

• 今後当事者同⼠の交流会や認知症カフェに期待される効果としては、“出会いの場”であることと同時に、
このような活動の広がりを⽀える“活動拠点”になっていくことである。
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まとめ｜当事者同⼠の出会いがもたらした活動の広がり

【交流会に参加する当事者の気持ちの変化】

印象的なエピソード①活動の広がりを⽀える“パートナー”の存在
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• ⼀⽅的でなく、双⽅向で対等な関係。
• ⽬標・⽬的を共有している。※当事者性、じぶんごと・わがこと。
• お互いをサポートしながら、やりたいことをいっしょに実現する。
• 上記のような意識をもっていれば、⽴場を問わず「パートナー」。

パートナーシップ

• あゆみの会パートナーは、あゆみの会の⽬的を理解し、ともに歩みたいと思う専⾨職や学⽣
などのボランティア。

• メンバーとパートナーは仲間・友⼈であり、対等な関係。
※お互いが安⼼して⾃分を出せる関係性。

• メンバーと⽬標・⽬的を共有し、お互いにサポートしながらいっしょに活動する。
• あゆみの会の活動を地域や社会にフィードバックすることで、“認知症になっても安⼼な
地域・社会”の実現をめざす。

あゆみの会パートナー

“パートナー”が増えていくことが、認知症になっても安⼼な地域・社会の実現への近道︕

※使用した写真は、ご本人の了解を得ています
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認知症介護情報ネットワーク DCnet

活用術

DCnetは認知症介護研究・研修センターが運営するホームページです。
認知症介護に関する総合的な情報提供を目指しています。
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ホームページアドレス：http://www.dcm-obu.jp/

パーソン・センタード・ケアとDCM（認知症ケアマッピング）公式HP
認知症介護研究・研修大府センター

　パーソン・センタード・ケアの理念を実践するために考案されたDCM（認知症ケアマッピング）。
認知症を抱える人の視点に立とうとすること、またその人の可能性に着目することなどの考え方を
学ぶDCM研修の情報が掲載されています。
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若年性認知症コールセンター公式HP
認知症介護研究・研修大府センター

　平成２１年１０月１日に、誰もが気軽に相談できて、専門的な支援機関に適切に結びつけられるよ
う、若年性認知症に係る相談コールセンターが全国に１カ所、認知症介護研究・研修大府センター
に設置されました。若年性認知症に関する情報が掲載されています。

クリック

地図からお近くの
事業所等を簡単に探せます

◆取材レポートを掲載

地図からお住まいの地域をクリック。
お住まいの地域からお近くの施設・
事業所を簡単に探すことができます。

各施設、事業所からの活動情報が掲示板に
投稿されます。

掲示板から施設・事業所の
活動内容がご覧いただけます

フリーコール
（無料）

このマークのある施設・事業所
へ当センターの職員が訪問し、取材レ
ポートを掲載しております。
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M E M O





東海北陸厚生局、愛知県、名古屋市、大府市、東海市、東浦町、岐阜県、三重県、国立長寿医療研究センター、長寿科学振興財団、
あいち介護予防支援センター、日本認知症ケア学会、全国認知症介護指導者ネットワーク、認知症介護指導者大府ネットワーク、
日本パーソン・センタード・ケア・ＤＣＭネットワーク、中日新聞社、毎日新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、東海テレビ放送、テレビ愛知、
CBCテレビ、メ～テレ、中京テレビ放送㈱

後　援

大府センター認知症フォーラム
第 12 回

認知症ケアの今後認知症ケアの今後

社会福祉法人 仁至会
認知症介護研究・研修大府センター
〒474-0037 愛知県大府市半月町三丁目294番地
TEL 0562-44-5551　FAX 0562-44-5831
http://www.dcnet.gr.jp/

日　　時

場　　所

平成２9年 2月 22日（水）

ウインクあいち（愛知県産業労働センター）
大ホール（2Ｆ）

開場 １２：３０　開演 １３：００

社会福祉法人 仁至会　認知症介護研究・研修大府センター

「認知症ケア専門士」単位認定講座（3単位）


